平成２２年度　第１回館山市下水道事業審議会議事録
期　日　　平成２２年８月２７日（金）　13:30から14:13まで

場　所　　鏡ケ浦クリーンセンター　２階会議室

出席者

（１）委　員（１１名）

　　　　　　　鮎川　俊昭　　安西　勲　　石井　久治　太田　仁　

　　　　　　　加藤　喜久夫　菊井　玲子　鈴木　忠男　内藤　欽次
　　　　　　　根岸　茂雄　　早船　亮一　吉田　ふみ子　（50音順）

（２）館山市（６名）

　　　　　　　市長　金丸　謙一　　建設環境部長　和泉澤　薫
　　　　　　　下水道課長　永井　茂樹　　下水道課副課長　秋山　一実
　　　　　　　下水道課　黒川係長　正木副主査
（３）傍聴人（０名）
配布資料　　別添のとおり

会議内容
（１）開　会

　　　　司会：黒川係長
　　　　　　定刻になりましたので、審議会を開催いたします。
本日は、大変お忙しい中、また、お暑い中ご出席をいただきましてありが
とうございます。

　お手元に配布してございます資料の確認をお願いいたします。

（この後、配布資料の確認を行った。）
（２）委嘱状交付
　　　　司会：黒川係長
　　　　　　それでは、ただ今から、金丸市長より委嘱状の交付を行ないます。

お名前を読み上げますので、恐縮でございますが、その場でご起立し、市長

よりお受け取りください。
　　　　
市長から各委員へ委嘱状を交付した。

　　　　　（任期　平成22年8月28日から平成24年8月27日までの２年間）

（３）市長挨拶
金丸市長挨拶

　　　　　　　　　本日は、ご多用の中、第１回館山市下水道事業審議会にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。また，皆様方には、日頃から館山市の公共下水道事業に格別なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。この度、本審議会の委員へのご就任をお願いいたしましたところ、快くお引受いただき、深く感謝申し上げます。
　　　　　　　　　さて皆様ご承知のとおり、館山市では、海や河川などの公共用水域の保全、生活環境の向上を図るため、公共下水道事業を推進しております。第１期整備事業といたしまして、平成３年度に終末処理場建設に着手し、平成１０年度には館山駅周辺の４８ヘクタールを供用開始、平成１４年度末をもって９８ヘクタールの整備区域を完了しております。以来、第２期整備事業を進めており、作年度末におきまして、１６８．４ヘクタールが整備されております。また、平成２０年度には、本審議会におきまして、下水道使用料改定についてご審議いただき、平成２１年度からの改定にいたり、さらに、平成２１年度決算に起きましては、国が適正とする使用料を達成することができました。今後とも、下水道整備を推進していく中で、委員の皆様方からご意見をいただく場面もあろうかと存じます。よろしくお願い申し上げます。なお、本日は第１回目の会議ということで、会長並びに副会長の選出のほか、下水道事業の進捗状況などご説明させていただく予定でおります。結びに、委員の皆様方のより一層のご協力をお願い申し上げまして、挨拶といたします。
　　　　　（ここで、市長は所用により退席）
　　　　　　　　初めての会議のため、事務局側の紹介を行った。
（４）会長、副会長の選出
　　　　司会：黒川係長
　　　　　　　それでは、会議次第に従い、役員の選出に移りたいと思います。会長、副会長の選出について、まず事務局のほうからご説明させていただきます。委員の皆様方におかれましては、平成２２年８月２８日より平成２４年８月２７日までの２年間を任期として委嘱されております。現在、会長、副会長を選出していただく必要がございます。選出につきましては、館山市付属機関設置条例第４条第１項により、「会長及び副会長は、委員の互選によって定める」とされておりますので、ご審議をお願いいたします。
　　　　　（特に、意見が出ないようなので事務局の腹案を示してよいか承認を得る）
　　　　事務局：永井下水道課長
　　　　　　　では、事務局から。会長につきましては、これまでも、特に使用料改定についてご審議いただきました石井久治委員に、引き続きお願いできたらと思います。また、副会長につきましては、これまでは産業関係代表者として小林副会頭にお願いしておりました。今回につきましても産業関係者として長らく下水道審議委員をお願いしております館山市商店街連合会会長の加藤様にお願いできたらと考えております。
　　　　司会：黒川係長
　　　　　　　それでは、お忙しいところ大変申しわけございませんが、お引き受け願いますでしょうか
（両委員の同意を得られ、他の委員も異議なし）

（これ以降、石井会長が議長席に移動し、議長を務める。）

　　　　司会：黒川係長
　　　　　　　それでは、新会長よりご挨拶をお願いいたします。
　　　　石井会長

一言ご挨拶申し上げます。図らずも、本日、下水道審議委員会の会長という重責をおおせつかりましたこと、私には本当に荷が重いと考えておりまして、皆様のご協力の中で、諸問題をクリアしていきたいと考えておりますので、皆様のご協力をお願いします。よろしくお願いします。
　　　　司会：黒川係長
　　　　　なお、館山市付属機関設置条例第６条第１項により、「会長が会議の議長と

なる。」これからの議事の進行につきましては、新会長にお願いいたします。

（５）事業概要説明
　　　①　事業の概要、整備の実績及び今後の予定について
　　　　　　資料に従い、秋山副課長が説明を行った。
②　下水道事業の決算状況及び使用料の推移について

　　　　　　資料に従い、永井課長が説明を行った。
（７）その他

　　　　下水道事業について質疑応答を行った。（発言要旨は以下のとおり）
　　石井会長　　　いままでの説明で、何かご意見、ご質問等があれば、お受けいたします。ご発言ございませんか。
　　６番委員　　　下水道使用料全体で８千万円くらいということで、現在の下水道全体で実際に下水道が使われているのは何パーセントくらいなのか。目標はこの８千万円をもっと挙げていかなくてはいけない。今後どのような普及率を上げる動きをしていくのか、目標があればお聞きしたい。
　　永井課長　　　普及率というか水洗化率といいますけれども、使っていただいている人口の比率ですが、これにつきましては、供用開始しているところに対して約６割の数字となっています。これを限りなく100％まで持って行くというのももちろん目標でございますが、今のところ目標としましては、使用料改定のときに使用料算定期間の４年後までというかたちで目標を７割に設定しました。その目標を早期に達成し、また、その段階でいろいろご協議いただき、使用料についても適正な価格へと見直していただくことになると思います。また、そのためにも私どもといたしましては、今後、戸別訪問によって接続のお願いをしていくのはもちろんのことですが、それに加えて、地域の高齢化または一人暮らし世帯がふえていますので、そういうご家庭に対する支援策も検討していかなくてはと考えています。ただ、なかなか何をするにも財源が減っていることもございますので、即効薬はできないと思いますが、そういう内容について、審議会でご審議いただく場面もあろうかと思います。私どもとしましては、更なる戸別訪問で、お願い、ご協力のご理解いただくように努力してまいりたいと思っております。その内容としましては、合併浄化槽を維持するよりも下水道のほうがはるかに金額的に安い維持費となりますので、ここら辺を強調しながらお願いしていきたいと思っています。
　　６番委員　　　今、支援策を考えたいという話ですが、この経済状態を、お年寄りのいる家庭とか、なかなか普及率が上がらない現状だと思うんです。まして、自分の土地は全部自分でもってやりなさい、下水道工事ですけどね。市の方は、やってくれる人に、普及率を上げるためになんとか支援策あげてやんないと、普及率は上がんないと思うんです。いま、支援策という話がでましたけど、これからはそういうのを考えていかないと、この普及率もんどん上がっていかなくてはいけない問題ですから、そういうことも考えていかないといけないと思いますが、いかがでしょうか。

　　永井課長　　　いま具体的な策までは至っていないところですが、現状としまして下水道事業そのものが都心から始まった仕事ですので、それが地方にあうような形で進めていかなくてはいけないというのが現状となっています。これらを踏まえ、いま日本中でいろんな下水道をやっていますので、その支援策のなかで出来るものを少しでも探して、現在も補助金制度がありますが、それらを有効に活用して、更に拡大の可能性を検討していきたいと考えています。
　　６番委員　　　どっかやっている場所で、そういうものがあれば参考にしてみればいいかという気がします。
　　石井会長　　　他にだれかいないでしょうか。
　　

（他の質問なし）
　　石井会長　　　皆様からのご質問、ご発言がなければきりたいと思いますけれど。では、格別のご質問が無いようでございますので、これをもって審議会を終了いたします。どうもご苦労様でした。
（８）閉　会

　　　　司会：黒川係長
　　　　　　　　　どうもありがとうございました。本日の会議の取り扱いについてですが、館山市におきましては、「審議会の設置及び運営に関する指針」により、審議会等の会議や議事録は原則公開となっております。本日の内容は、館山市下水道事業審議会の会長、副会長の選出、そして、公共下水道事業の状況説明についてが主でございました。個人情報等含まれてございませんので、議事録を市のホームページへ掲載したいということで考えております。なお、今ご質問いただきました委員さんのお名前については非公開という形で考えております。このような容で取り扱いをさせていただきたいと思いますので、ご了承の程、お願いしたいと思います。なお、今後の審議会の予定でございますけれども、今年度につきましては特にお願いするような審議事項というものがございません。ですので、今のところですが、次回の開催予定はしてございませんので、お知らせさせていただきたいと思います。
　　　　　　　　以上をもちまして、本審議会を閉会とさせていただきたいと思います。本
日は、ありがとうございました
以上
